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屋嘉宗彦教授定年退職記念号に寄せて（荒谷）

一
屋嘉宗彦教授定年退職記念号に寄せて
法学部長
　
荒谷裕子
　
屋嘉宗彦先生は、一九七六年四月に法政大学第一教養部に専任講師として着任され、助教授、教授となった後、二
〇〇三年四月に法学部教授に着任されました。以来、二〇一六年三月末日をもって法政大学法学部を定年退職されるまで、ご専門である経済学を中心に、四〇年という長きにわたって学生や院生 熱心に指導されるとともに、研究らには学会等において多大な業績を残されました。　
先生は、一九四六年一月沖縄県に生まれ、琉球政府立那覇高等学校、香川大学経済学部を経て、一橋大学大学院の
修士課程に入学し 一九七五年 同大 大学院理論経済学・経済政策専攻課程を修了されています。　
先生は、法政大学に在職されている間、一橋大学や明治大学・中央 ・慶応大学・ 習院大学などで非常勤講師
を務めたほか、イギリスのロンドン大学歴史 研究所、レスター大学において 在外研究を行っており　
先生は、二〇〇七年から二〇一二年まで六年 にわたって通信教育部長、法政大 評議委員を務められ、通信教育
部の改革と発展に大きく寄与されました。また、二〇〇八年から二〇一五 まで法 大学沖縄文化研究所所長、二〇一五年から二〇一六年まで同副所長を務められて ます。　
先生のご専門は多岐にわたりますが、その中心的なもののひとつは、 「日本経済の地域的構造を踏まえた沖縄
についての研究」です。私は専門 はありませんので必ずしも正確に理解しているとはいえないかもしれませんが、
法学志林
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
二
御論文・御著書等から拝察いたしますと、先生は、経済構造の観点からみると、返還後の沖縄経済は、日本における沖縄の政治的位置を背景に、中心（ 「内地」 ）に多く依存せざるをえない形で構造化されているのに対して、沖縄は自立的な経済をみずから構築しなくてはならない いうお立場から、広範にわたる経済学の理論・思想（史）を渉猟し、沖縄が自立的な経済を確立するために依拠するべき諸原則を探る研究を進めてこられたといえると思います。沖縄というと専ら基地問題がクローズアップされますが、この問題とのかかわりにおい も、沖縄の経済的な自立が不可欠であるものの、完全な自立化はなまなかなことで く、長期的な展望・目標として設定さ るべきものであり、上からの政策だけでなく、そ 目標に向かって住民が意識的に努力しなければならないも であることを『沖縄自立経済学」にお て提言されています。定年後は、沖縄で悠々自適 毎日を過ごすのだと こやかにお話をされていたお姿が印象的 すが、今後も、経済学的な見地 ら沖縄の自立の めにますます 活躍される と思います。かつての同僚の一人として、先生 益々のご健勝と一層のご活躍を念じてやみ せん。　
先生の学内外での貢献に対して、法学部教授会は、二〇一六年五月、先生を名誉教授に推薦することを決定し、大
学よりその称号が授与されました。　
本誌は、屋嘉宗彦先生の偉大な業績と活躍を讃えるとともに、法学部へのご尽力に対して、法学部教授会一同、深
甚なる感謝の意を込めて先生に捧げるものです。
